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ソリューションのご紹介

Solution Over View

ELB Solution

Ｄｅｓｉｇｎ
Ｍａｎａｇｅｍｅｎｅｔブランドマネジメントにおいて現在の市場構造を適切に捉えることが効果的なマーケティングプランの作成の要となります。

本ソリューションは、自社製品と競合製品をＡＭＴＵＬモデルを利用してボトルネックの発見から改善施策仮説を得るとともに、市場構造を「利用情報」「嗜好
情報」「属性情報」の３つから一元的に俯瞰できるポジショニングマップを作成しマーケティングプラン作成に資する分析ソリューションとなっています。
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■ 概要 ■ 特徴

ブランド評価パッケージ：市場構造の理解

ブランドマネジメントにおいて当該製品を含む現状の市場環境を整理し、マー

ケティングプランを検討する材料を準備することはきわめて重要なプロセスです。

自社製品の市場における課題を発見し、改善を行う過程の中で新製品開発の

ヒントを得ることもあり、このブランドマネジメントのＰＤＣＡサイクルを適切に運用

することが長期的な企業の成長戦略を支えることは言うまでもありません。

ELBでは、このようなブランドマネジメントを実線するために消費者行動モデルを

ベースにした独自のメソドロジーにて市場構造の把握とブランディングのヒントと

なる市場ポテンシャルの理解を可能にします。

調査体系
 消費者行動モデルをベースにした調査体系にて、消費実

態の俯瞰に必要なデータを網羅的に取得します。

 ＥＬＢでの調査体系とあわせて対象となる商材ごとに独自

に必要な意思決定プロセス仮説を検証するための項目を

含めることでマーケティングプランの検討に必要なデータ

を揃えます。

様々な分析
ニーズへ対応

 市場ポテンシャルの理解においては、クライアント企業のご

担当者様の仮説をもとに、分析モデルの作成・多変量解析

手法を利用し、調査データからの分析を行います。

市場構造を俯
瞰するための
集計と分析

 消費者行動モデルに沿った定量的なデータの集計を行い

競合との比較による自社製品のボトルネックになっているプ

ロセスの洗い出しを行います。

 市場構造はポジショニングマップとして表現し、競合との比

較において自社製品が消費者からどのように位置づけ、捉

えられているのかを理解します。現状の理解

データの取得

課題の
発見・整理

アクションプ
ランの作成

プランの
実行

新製品開発
のヒント

製品開発
プロセスへ

企業における総合的なマーケティングスキル

ＥＬＢブランド評価パッケージの内容
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主要なアウトプットと解釈例

■消費者行動モデルをベースにした調査設計

ブランド評価パッケージ：市場構造の理解

■定量分析

消費者の購買および意思決定プロセスを説明するモデルの一つで、消費者の製品に対する

長期的な態度の移り変わりに着目しているモデル。

同様の購買行動モデルであるAIDMA（attention,interest,desire,motive,action）が、短期的

な購買衝動を説明するのに対し、AMTULは、消費者のより長期的な態度の移り変わりに着目

したモデルであり、試用、本格使用、ブランド固定というように購買後の消費者行動の変遷を段

階分けしているのが特徴とされます。

ブランド評価としてはAMTULモデルがわかりやすく、実際の消費者の行動を反映していると理

解でき、多くのケースに最適なモデルとなっています。

このAMTULモデルをベースに自社製品の課題を仮説として洗い出し、調査設計を詳細に

行っていきます。

ＡＡ

ＡＭＴＵＬモデル：
消費者の購買および意思決定プロセスを説明するモデルの１つ

認知：aware

ＭＭ ＴＴ
Ｌ

記憶：memory 試用：trial

本格使用
：usage

ブランド価値
：loyalty

Ｕ

商品への気づきと
その認知経路の
理解

消費者の知名集
合の理解（記憶と
して何が残ってい
るかどうか）

購入経験の有無
とリピート意向の
強さの理解

利用頻度と消費実態の理解。
ブランドイメージと継続利用意向な
どのロイヤリティ指標の理解

調査項目の例：

商品認知

認知経路

純粋想起

イメージ再生

購入経験

リピート意向

利用頻度

オケージョン

ベネフィット

継続意向

市場構造ポジショニング：
複数情報を一元的にマップに配置し市場構造の整理を行う

①利用頻度からのクラスタ

調査より得られた定量データを利用し、市場構造をポジションとして捉えることを行います。

一般的には

①製品の利用頻度情報

②消費者の好みの情報

③性別年代などの属性情報

の３つの情報を利用し市場を捉えます。

３つの情報がプロットされたマップ上での「軸」の解釈を行い、いくつかのまとまりとして捕らえるこ

とで市場構造の整理を行います。また、利用頻度からのクラスタの分類人数を基準にしながら

各まとまりの「ボリューム構成」を把握することができます。

これによって狙いとするターゲットを整理・設定し、マーケティングアクションプランの構築に利

用していきます。

②嗜好情報からのクラスタ

③属性情報からのクラスタ

性年代
「男性３０代」など

価値の選好データ
「～好き」など

利用頻度
「ヘビーユーザー」など

高年齢層

低年齢層 女性

操作性

デザイン性経済性

ライト

ヘビー ノンユーザ

男性

機能性

ミドル

ポテンシャル
ゾーン
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■ ＰＪワークフロー

■ 概算お見積もり

■ 備考

■ 導入実績

■ 関連する他のサービス

ブランド評価パッケージ：市場構造の理解
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課題ヒアリング

調査設計・分析デザイン3w
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k
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企画提案

ご報告会

課題背景とともにどのような意思決定を行いたいの
かを中心に理解を行います。
自社製品についての仮説イメージや競合製品との
差異の仮説などをヒアリングさせていただき、調査
課題を整理していきます。

具体的な調査体系の設計とともに、分析課題の整理、
ご報告内容等の確認を行います。
・調査項目の設計
・アウトプットデザイン
・調査スケジュールやご報告日時の調整

実査マネジメント：
調査会社の実査が支障なく進行するように、クライア
ントと調査会社との間に入り、クライアントの設計意思
が調査会社に正確に伝わるようにします。

実
査
準
備
と
実
査

調査票ＨＴＭＬ
の作成と確認

プログラミングと
動作確認

実査＆回収
データクレンジング

実
査
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

集計／レポーティング

• 調査設計を行うにあたっては、少なくとも自社製品に関しての現状の課題認
識から主となる調査テーマを設定します。

• ご報告は基礎的な情報についての報告のほか、事前に設定した検証項目や
プランニングに必要な分析などを追加解析として承ります。

•

調査結果から追加解析期間を設け、ご希望の分析内
容を随時ご報告させていただきます。
期間中は分析結果をご報告しディスカッションを繰り
返しご満足いただける内容でのご支援を行います。


